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静岡がんセンター地域連携だより【やまびこ】第2号をお届けいたします。まだ編集に不慣れで、お見苦しい
点もあるかと思いますがどうかご容赦下さい。
今後も診療科や各部門の紹介などを中心に静岡がんセンターからの新鮮な情報をお届けしてまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。
30年間馴染んできた「平成」の時代も終わろうとしています。新しい時代の幕開けが輝かしいものになるのか、相も変わらず

となるのか…ちょっと楽しみです。

編 集
記後

静岡がんセンターでは地域交流会を開催いたしました。
たくさんの地域医療機関等の皆様のご参加を賜り、大変有意義な時間を過ごすことが
できました。　ご協力ありがとうございました。

会場：静岡がんセンター　管理棟４階　研修室 1　　開催時間：18：00～19：30
臨床腫瘍学講座を毎月開催し、地域の医療従事者の方 に々も公開しております。是非ご参加ください。

2月 22日 乳がん 乳腺外科 副医長 林 友美
胆膵領域の内視鏡治療 内視鏡科 医長 松林 宏行3月 1日
がん化学療法の看護 がん化学療法看護認定看護師 根上 リサ3月 8日

日 時

場 所

参加者

内 容

2018 年 11月29日（木）19：00～20：00

地域医療機関等の皆様 119 名　静岡がんセンタースタッフ 106 名
沼津市プラサヴェルデ　コンベンションホールＡ

静岡がんセンターからの最新医療情報
 1) 進行乳がんの薬物療法 (女性内科 渡邉純一郎医師 )
2) 乳がんの自壊創にて対するケア(皮膚排泄ケア認定看護師 佐野加奈 )

【研修情報】
＜2018年度臨床腫瘍学コース＞

5/1の天皇即位の日の休日に伴い、暦上は10連休となりますが、静岡がんセンターでは下記の通り
通常外来診療その他部門の診療を行います。

発行　静岡県立静岡がんセンター 　患者家族支援センター　地域医療連携室       
　　　〒411-8777 駿東郡長泉町下長窪 1007　　　TEL　055-989-5222 
発行責任者　地域医療連携室長　林　さとみ

5月1日（水）・5月2日（木）　通常診療5月1日（水）・5月2日（木）　通常診療

臨床腫瘍学講座についてのお問い合わせは下記までお願いします。

※その他の日は休診といたします。休診日、夜間の緊急のご用件は救急外来にご連絡ください。

静岡がんセンター　総務課　研究研修班　　TEL　055－989-5222（代）
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2019年も、はや2月となりました。今年もよろしくお願い申し上げます。
当院は昨年、病院機能評価を受審し、特定機能病院バージョンで

ある一般病院3に認定されました。準備には多くの時間とマンパワー
を要しましたが、当院の診療システムが評価されたことは職員一同の
大いなる励みとなりました。

今後も、認定にふさわしい診療を継続していく所存です。

さて本年は、病床機能の評価が診療報酬に敏感に反映されることが予想されます。当院に
おいても早期在宅復帰に向けた退院支援の強化が求められます。これには訪問看護・訪問
診療施設との一層の連携が必須で、特に老々介護や日中独居の世帯の患者さんに対しては、地域包括病床との連携
も含めた退院支援が極めて重要となります。引き続き、ご協力のほどお願い申し上げます。

開院から16年余が経ち、当院にご紹介いただく患者さんの数は順調に増加しておりますが、一方で通院患者さんが
年々累積し、外来診療・検査を圧迫してきている現状があります。限られた施設に患者が一極集中することは、医療
サービスとしては極めて非効率です。それぞれの病院が特徴を生かし得意分野で地域医療に貢献することが、医療
資源の有効活用となります。従来より、当院の医療連携室は、退院・転院支援に注力して地域の皆様との連携をはかって
まいりました。おかげさまで、連携室職員のみならず多くの当院医療スタッフが、地域医療機関の皆様と顔の見える交流
をすることができるようになりました。

今後は、当院と連携医療機関との間で医療職の人事交流を推進することを検討しております。医師のみならず、
看護師・技師が相互に行き来して、地域全体で手術・治療方針に関する共通理解が得られれば、がん医療における
役割分担の推進、すなわちスムーズな連携により患者さんの診療をシェアしていく方向性を進めていけるものと考え
ます。共通パスにより、連携病院においても入院前診療・退院後支援を担当していただけるというふうになれば理想
です。本年も引き続き連携担当職員が皆様のもとを訪問いたしますので、よろしくお願いいたします
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部 署 紹 介 コーナー 在宅転院支援室

＜事務所＞患者家族支援センターの奥の事務室内＞
＜スタッフ＞ ７名
室長（看護師長：１名）
看 護 師 ： ４名
Ｍ Ｓ Ｗ ： １名
事務職員  ： １名

地域医療機関の
みなさまへのメッセージ

地域医療機関の
みなさまへのメッセージ

緩和ケアに関する地域連携勉強会を定期的に開催しておりますので、皆様のご参加をお待ちしております。静岡
県緩和ケア診療拠点病院として、緩和ケアセンターを窓口として緩和ケアに関するご質問やご相談を受け付けて
おりますので、どうぞご利用ください。今後ともご協力の程何卒宜しくお願い申し上げます。

当科は、２つの緩和ケア病棟（4階西病棟25床＋緩和ケア別棟25床、計50床）、緩
和ケアチーム、緩和ケア外来を、6名の常勤医で運営しています。
50床の緩和ケア病棟は国内最大級の規模で、身体的・精神的苦痛を全人的に捉

えて高度な専門的緩和ケアを提供しています。緩和ケアチームは、院内各診療科に入
院中で専門的な症状緩和を必要とされる患者さんに、主科担当医からの依頼に応じ
て、毎日回診を行って薬物療法の調整や神経ブロックなどを行っています。
緩和ケア外来では、在宅あるいは他の医療機関から当院緩和ケア病棟への入棟を
希望される患者さんの初診や、症状緩和の支援などを担っています。全ての部門にお
いて、医師、看護師、薬剤師、臨床心理士など専門性の高い多職種の協働によるチー
ム医療を実践しております。

当科は、２つの緩和ケア病棟（4階西病棟25床＋緩和ケア別棟25床、計50床）、緩
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50床の緩和ケア病棟は国内最大級の規模で、身体的・精神的苦痛を全人的に捉
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院中で専門的な症状緩和を必要とされる患者さんに、主科担当医からの依頼に応じ
て、毎日回診を行って薬物療法の調整や神経ブロックなどを行っています。
緩和ケア外来では、在宅あるいは他の医療機関から当院緩和ケア病棟への入棟を
希望される患者さんの初診や、症状緩和の支援などを担っています。全ての部門にお
いて、医師、看護師、薬剤師、臨床心理士など専門性の高い多職種の協働によるチー
ム医療を実践しております。

神経膠腫や悪性リンパ腫などの悪性脳腫瘍、髄膜腫・神経鞘腫・下垂体腺腫など良
性脳腫瘍、がんの脳転移の診断と治療を担当しています。また、がん患者さんに合併し
た脳卒中や頭部外傷の管理など、頭蓋内に発生したあらゆる疾患に対応しています。
治療には手術、抗がん剤治療、放射線治療などがあり、最新の検査で腫瘍の種類や
発生部位、大きさ、周囲組織との関係などを診断し、全身状態などを考慮しながら、オー
ダーメイドの治療を提供しています。
悪性神経膠腫に対しては免疫ワクチン治療、交流電場腫瘍治療システム（オプチュー

ン）などの最先端治療も導入しています。

がん患者の高齢化、治療や療養環境の在宅へのシフトにより、在宅や施設での介護を要するがん患者が増加しています。
患者様ができる限り長く苦痛や不安なく地域で生活するためには、がん患者のケアに精通した介護職の存在が不可欠です。
静岡がんセンターでは、介護者のためのがん患者ケア研修を行っており、今年度3回目となりました。
今回はその研修の内容と実際の様子などをレポートいたします。

私たち在宅転院支援室は、入院患者の退院支援（転院支援も含む）、外来患者の在宅療養支援のサービス調整、地域の在宅
支援スタッフとの連携を行っている部署です。地域の在宅療養支援にかかわる問題についてのお問い合わせの対応や、担当している
患者についての、必要な医療機関（訪問看護ステーション・病院・診療所など）やケアマネージャー・地域包括支援センターとの連携
を行っています。また、院内の看護師の在宅支援についての研修や在宅支援リンクナースの教育も行っています。

「介護者のためのがん患者ケア研修第1回」　実施リポート

※本研修は2回の参加を必須としており、第2回目は3/9に実施します。
　①がん治療中の在宅療養　②看取りのケアと家族ケアなどの講義と実習を予定しています。

113名の方のご参加をいただきました。（100名の定員に対し180名以上の応募がありました。）

皆さん
真剣です

気持ちいい
ねぇ…

3

① がん治療の経過とがん患者の特徴について（講義）
② 痛みの緩和ケア　介護者としてできること（講義）
③ 痛みを緩和するケア（実習）

地域の皆様には、
いつも大変お世話に
なっております。
これからもどうぞ
よろしくお願い
致します

脳腫瘍では頭痛・嘔気や手足の麻痺、言語障害、認知機能・意識障害、けいれん発作など様々な症候を伴い、緊急
治療が必要となることがしばしばあります。鑑別診断や治療の判断に苦慮する症例は、ぜひご相談ください。
当科では専門医資格を有するスタッフ3名が、手術顕微鏡、ナビゲーションシステム、神経内視鏡などの最先端機器を
駆使して脳腫瘍手術を担当しています。2019年1月からは手術室内に移動式CT装置が導入され、術中撮影が可能に
なりました。手術の安全性・確実性をさらに向上させて、静岡県東部の地域医療に貢献できるように努めてまいります。
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今後も診療科や各部門の紹介などを中心に静岡がんセンターからの新鮮な情報をお届けしてまいります。

どうぞよろしくお願い申し上げます。
30年間馴染んできた「平成」の時代も終わろうとしています。新しい時代の幕開けが輝かしいものになるのか、相も変わらず

となるのか…ちょっと楽しみです。

編 集
記後

静岡がんセンターでは地域交流会を開催いたしました。
たくさんの地域医療機関等の皆様のご参加を賜り、大変有意義な時間を過ごすことが
できました。　ご協力ありがとうございました。

会場：静岡がんセンター　管理棟４階　研修室 1　　開催時間：18：00～19：30
臨床腫瘍学講座を毎月開催し、地域の医療従事者の方 に々も公開しております。是非ご参加ください。

2月 22日 乳がん 乳腺外科 副医長 林 友美
胆膵領域の内視鏡治療 内視鏡科 医長 松林 宏行3月 1日
がん化学療法の看護 がん化学療法看護認定看護師 根上 リサ3月 8日

日 時

場 所

参加者

内 容

2018 年 11月29日（木）19：00～20：00

地域医療機関等の皆様 119 名　静岡がんセンタースタッフ 106 名
沼津市プラサヴェルデ　コンベンションホールＡ

静岡がんセンターからの最新医療情報
 1) 進行乳がんの薬物療法 (女性内科 渡邉純一郎医師 )
2) 乳がんの自壊創にて対するケア(皮膚排泄ケア認定看護師 佐野加奈 )

【研修情報】
＜2018年度臨床腫瘍学コース＞

5/1の天皇即位の日の休日に伴い、暦上は10連休となりますが、静岡がんセンターでは下記の通り
通常外来診療その他部門の診療を行います。

発行　静岡県立静岡がんセンター 　患者家族支援センター　地域医療連携室       
　　　〒411-8777 駿東郡長泉町下長窪 1007　　　TEL　055-989-5222 
発行責任者　地域医療連携室長　林　さとみ

5月1日（水）・5月2日（木）　通常診療5月1日（水）・5月2日（木）　通常診療

臨床腫瘍学講座についてのお問い合わせは下記までお願いします。

※その他の日は休診といたします。休診日、夜間の緊急のご用件は救急外来にご連絡ください。

静岡がんセンター　総務課　研究研修班　　TEL　055－989-5222（代）
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2019年も、はや2月となりました。今年もよろしくお願い申し上げます。
当院は昨年、病院機能評価を受審し、特定機能病院バージョンで

ある一般病院3に認定されました。準備には多くの時間とマンパワー
を要しましたが、当院の診療システムが評価されたことは職員一同の
大いなる励みとなりました。

今後も、認定にふさわしい診療を継続していく所存です。

さて本年は、病床機能の評価が診療報酬に敏感に反映されることが予想されます。当院に
おいても早期在宅復帰に向けた退院支援の強化が求められます。これには訪問看護・訪問
診療施設との一層の連携が必須で、特に老々介護や日中独居の世帯の患者さんに対しては、地域包括病床との連携
も含めた退院支援が極めて重要となります。引き続き、ご協力のほどお願い申し上げます。

開院から16年余が経ち、当院にご紹介いただく患者さんの数は順調に増加しておりますが、一方で通院患者さんが
年々累積し、外来診療・検査を圧迫してきている現状があります。限られた施設に患者が一極集中することは、医療
サービスとしては極めて非効率です。それぞれの病院が特徴を生かし得意分野で地域医療に貢献することが、医療
資源の有効活用となります。従来より、当院の医療連携室は、退院・転院支援に注力して地域の皆様との連携をはかって
まいりました。おかげさまで、連携室職員のみならず多くの当院医療スタッフが、地域医療機関の皆様と顔の見える交流
をすることができるようになりました。

今後は、当院と連携医療機関との間で医療職の人事交流を推進することを検討しております。医師のみならず、
看護師・技師が相互に行き来して、地域全体で手術・治療方針に関する共通理解が得られれば、がん医療における
役割分担の推進、すなわちスムーズな連携により患者さんの診療をシェアしていく方向性を進めていけるものと考え
ます。共通パスにより、連携病院においても入院前診療・退院後支援を担当していただけるというふうになれば理想
です。本年も引き続き連携担当職員が皆様のもとを訪問いたしますので、よろしくお願いいたします


